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郭 =醐 剛
【個人経営の部】木田 博 右工門 さん

【功 労の部】車野 平 治 さん

平成21年 度いわき市農林業賞の表影式が2月 15日
に行われた.

同質 よ生産技術の向上や経営の改善など地域農林業
の発展に尽力された個人 団 体等に贈られるもので 2名 の
方が受寅されました。

受質者を代表して本田さんが 「新しい時代に柔軟に対応で
きる農業経営を撻立し 地 域の農林業の振興 発 展に努めて
いきたいJと 謝辞を述べました
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